
 

 

新 生 徒 会 役 員 決 定 ！
小国高校ジャーナル

第 206 号　　　

平成２８年度 活動報告会 開催！

　１．お名前    Andrew Allen  （アンドリューアレン）

　２．前任校　 山形市立第七中学校

　３．出身地 　カナダ　トロント

　４．趣味 　　スノーボード、キャンプ

　５．特技    　料理

　６．抱負　　

　８月５日から本校に新しい ALT、アンドリュー アレン先生がいらっしゃいました。

早速、先生にインタビューしました。

新しい ALT　アンドリュー先生 着任！

部 活 動 大 会 報 告

 柔道部 
置賜地区高等学校新人体育大会柔道競技
平成２８年９月１０日　南陽市民体育館武道場
　○男子団体　第３位
　　予選Ａリーグ　小国　０－５　米沢中央
　　　　　　　　　小国　２－２　長井（内容勝ち）　
　　準決勝　　　　小国　１－４　米沢工業
　　県新人大会シード順位決定戦　小国　１－４　長井工業
　○男子個人　
　　６０ｋｇ級　髙橋歩武　山口裕輝　丹野夏葵　一回戦敗退
　　６６ｋｇ級　安部洋平　準決勝敗退　３位
　　７３ｋｇ級　伊藤友広　準決勝敗退　３位
　　８１ｋｇ級　益田晃汰　一回戦敗退

山形県高等学校新人柔道大会
平成２８年１１月５～６日　新庄市体育館　
　○男子団体
　　２回戦　小国　０－５　山形工業

　○男子個人 
　　６０ｋｇ級　髙橋歩武　一回戦敗退
　　６０ｋｇ級　山口裕輝　丹野夏葵　二回戦敗退
　　６６ｋｇ級　安部洋平　二回戦敗退
　　７３ｋｇ級　伊藤友広　三回戦敗退　ベスト１６
　　８１ｋｇ級　益田晃汰　怪我のため棄権

 卓球部  
置賜地区高等学校新人体育大会卓球競技
平成２８年９月１０日　南陽市民体育館
　○男子学校対抗　１回戦　小国 １－３ 南陽
　○男子シングルス
　　１回戦敗退　栗田亮汰　清野恭平　今　陽斗　山村晃生　相馬良信　
　　　　　　　　島貫翔平　歌丸大翔　井上雄斗　齋藤翔哉　宇津木颯人
　　　　　　　　横山　駿
　　２回戦敗退　片山乃輝　相馬杏哉　渡部凌汰
　　３回戦敗退　與板　凌　
　　代表決定戦　１回戦敗退　與板　凌

 野球部 
第６９回秋季東北地区高等学校野球山形県大会置賜地区予選
平成２８年８月２９日～ 9 月４日　皆川球場ほか
　１次予選　２回戦　小国・荒砥・長井工業 ０－１２ 米沢工業
　２次予選　１回戦　小国・荒砥・長井工業 ０－９　 長井
　３次予選　１回戦　小国・荒砥・長井工業 ３－１２ 南陽

 陸上部 
置賜地区高等学校新人体育大会陸上競技
平成２８年８月２７日～２８日　米沢市営陸上競技場　（（県）は県大会出場）
　【男子】
　　400m　第１０位　齋藤紫吹、第１５位　横井健太　
　　800m　第８位　横井健太（県）
　　4 × 100mR　第８位　舟山和真・笠原一希・伊藤勇人・齋藤紫吹（県）　
　　4 × 400mR　第６位　笠原一希・横井健太・伊藤勇人・齋藤紫吹（県）　
　　走高跳　第４位　伊藤勇人
　　走幅跳　第２位　笠原一希（県）、第１３位　舟山和真
　　砲丸投　第１１位　伊藤勇人
　　円盤投　第９位　舟山和真、第１１位　奥村広之
　　やり投　第３位　笠原一希（県）、第１０位　奥村広之
　【女子】
　　砲丸投　第４位　佐藤皆水　
　　円盤投　第６位　佐藤皆水

第５０回山形県高等学校新人陸上競技大会
　　　　　　　兼第 21回東北高等学校新人陸上競技大会山形県予選会
平成２８年９月１５日～１７日　ＮＤソフトスタジアム山形
　【男子】　　
　　800m　予選　横井　健太
　　4 × 100mR　予選　組 5 着　舟山和真・笠原一希・伊藤勇人・齋藤紫吹
　　4 × 400mR　予選　組 6 着　笠原一希・横井健太・伊藤勇人・齋藤紫吹　　
　　走幅跳　第１３位　笠原一希　

　１１月２５日（金）おぐに開発総合センターにて、

今年度の本校の活動報告会を行いました。

今年度の報告内容は、

・短期留学（３年２組 大谷虎之介）

・修学旅行（2 年２組 安達龍輝 , 白川結衣）

・ブリティッシュヒルズ宿泊研修
　（１年１組 前田愛美、八幡竜馬　１年２組 渡部夢菜、渡部凌汰）

・英語弁論大会　英語スピーチ（２年２組　今 美友）
平 成 ２ ８ 年 度  各 種 検 定 結 果

ソフトテニス部 
置賜地区高等学校新人体育大会ソフトテニス競技
平成２８年９月１０日～１１日　米沢興譲館高等学校
　○女子ダブルス
　　１回戦（対米沢東）　 ４－１ 
　　２回戦（対米沢興譲館）　 ０－４
　　代表決定戦１回戦（対南陽） １－４

第 55 回 情報処理検定試験 合格者
　第２級　伊藤颯太　　　　　　　　　　　　　　　

（９月２５日実施）

　第３級　今　陽洸　佐藤梨菜　島貫翔平　山口哲也　山口裕輝　
　　　　　渡邉朋也　安部洋平　井上美空　笠原一希　白川祐衣
　　　　　清野恭平　横山　駿　渡部捷貴  

 １１月２８日、生徒会立会演説会および選挙が行われ、新生徒会役員が

決定しました。小国高校のリーダーとして、これからの活躍を期待しています！

     生徒会会長　　２年２組　笠原一希（写真　上中）
     生徒会副会長　２年２組　益田晃汰（写真　上右）　
     　　同            １年１組　佐藤宇海（写真　下左）
     生徒会議長　　２年２組　井上美空（写真　下右）
     生徒会副議長　１年１組　齋藤紫吹（写真　上左）

　　新生徒会長のあいさつ

   このたび、生徒会長になりました笠原一希です。
  私は、小国高校生一人一人が輝き、明るい学校作りを目指し活動していきます。昨年度は生徒会副会長として生徒会の活
動に力を入れ、任せられた仕事を確実にこなしてきました。しかし、これからは生徒会全体をまとめ、学校を引っぱって
いく存在として、その意識をしっかり持ち活動していきたいと思います。

・検定資格取得（ビジネス文書１級合格）

　（２年２組 井上美空　１年２組 山北絵利加）

・地域文化学の発表（２班、３班）　

などでした。

　本誌でも、この内容を紹介しておりますのでご覧くださ

い。また当日は多くの方にご来場いただき、本当にありが

とうございました。

 吹奏楽部 
全日本吹奏楽コンクール　第５５回山形県大会置賜地区予選会
平成２８年７月１７日（日）　長井市民会館
 〇高等学校小編成の部　  優秀賞

平成２８年度　全日本吹奏楽コンクール　第５５回山形県大会
平成２８年７月２９日（金）　やまぎんホール
 〇高等学校小編成の部　銅賞

吹奏楽は６年ぶり県大会出場 !

ソフトテニスも部活始動後、初勝利！

部活動頑張ってます！！

平成２８年１２月２０日発行
　　　　　　　山形県立小国高等学校

第 44 回 全国高等学校家庭科
　　　　　食物調理技術検定 合格者
　　　　　

第２級　小林琉依　舟山きらり　
　
（１０月２８日実施）

　　　　　　

　I want to give students a reason to use English in their daily 

lives. In my experience even students who don’t like studying will 

use it more when they learn they can use it to talk to me about 

things they like. I want to get to know the students better so 

they will enjoy having English conversations with me. I also want 

to learn more Japanese so I can help students when they have 

questions about what they are studying, or when they don’t 

know how to express their ideas in English. 

　To me, the most rewarding experience is showing students 

they can already use what they have learned in their classes to 

communicate their ideas. I hope I can help students to become 

motivated to learn more English!

　

　どんな生徒でも「英語を使って意思
疎通ができた」という経験をすれば
もっと英語を使うようになる。生徒の
ことをよく知り、日本語を学ぶことで
彼らが私と英語で話すことを楽しめる
ようにしたい。
　最もやりがいを感じるのは、英語の
授業で習ったことが実際に使えるのだ
と生徒に伝えることだ。彼らのやる気
を引き出せるよう頑張ります！



第２学年　ロサンゼルス修学旅行 地域文化学

　小国高校は、昭和３３年度に林業科が設置され、

同科の１期生が植林した杉の木を本校生徒たちが

保全するために下刈り作業を毎年行っております。　　

　今年は 1 ０月７日（金）の午後より、学校林管

理人の佐野孝八さんや地元猟友会の遠藤春男さん

のご指導の下、第１学年が下刈りを行ってきまし

た。参加した生徒たちは、初めて使う柄の長い草

刈り鎌「造林鎌（ゾウリンガマ）」に悪戦苦闘しな

がらも、安全かつ一生懸命下刈り作業を行いまし

た。

　 11 月１８日（金）、１９日（土）の２日間、福島県天栄村に

あるブリティッシュヒルズへ第１学年３１名および引率教員

３名が英語宿泊研修をしてきました。

  館内のレッスンでは２グループに分かれ、ゲーム形式で楽し

く英語を学習することができ、充実した研修となりました。

  また研修中の生活については、１学年の実行委員を中心に自

分たちでルールを決めて行動するなど、自主性がうかがえた

研修でもありました。

　

第１学年　ブリティッシュヒルズ宿泊研修

学校林下刈り

　修学旅行を通して　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　２年２組　井上美空
　アメリカへの修学旅行で、日本との食や生活の違いから日

本がとても恋しくなりましたが、アメリカの人はとてもフレ

ンドリーで優しく、アメリカに行くのが不安だった私でも楽

しい 3 泊 5 日の修学旅行になりました。ベニス高校の生徒

やショップの店員さんなどと話すときに上手に英語が話せな

かったので、たくさんの人と交流できるようにこれからもっ

と英語の勉強を頑張りたいです。

　ベニス高校での柔道発表　　　　

　　　　　　　　　　　　　２年２組　安部洋平

 　私たちはロサンゼルスへ行き、ベニス高校での交流会を

行ってきました。私たちの出番は柔道の発表でした。この日

のために何日も練習を重ねてきました。いざ本番となると、

緊張でいつも通りの動きができず、納得のいく演技ができま

せんでした。しかし、ベニス高校の生徒達から温かい声援と

拍手をいただき、やってよかったなと感じました。

　修学旅行を終えて　　　　　

　　　　　　　　　　　　　２年１組　島貫翔平

　最初は、会話ができるか自分のしたいことができるかと心

配だった。アメリカに行ってみて、英語だけでなく日本語も

話せる人がいたため、戸惑うこともあまりなく普通に話せる

ことができた。ロサンゼルスは日本とは違って一日中暑く人

が多かったけど、皆テンションが高くとても楽しい修学旅行

だった。

  １１月８日（火）～１２日（土）までの３泊５日の日程で、第２学年生徒４３名及び引率教員４名がアメリカロサン

ゼルスへ修学旅行に行ってきました。ロサンゼルスへの修学旅行は今年で１４年目となります。

　ベニス高校との交流会では、ダンスや柔道など発表し、日本らしさを伝えてきました。

　１学年の総合的な学習で取り組んでいる「地域文化学」は、今年で１１年目となりました。今年は５つ

の班が大学の先生方のご指導をいただきながら研究を進めてきました。活動の報告書も小国高校 HP に掲載

予定です。その際はぜひご覧ください。

各班研究 概要一覧

平成２８年度　地域文化学

３

班

「 昔物語の発祥地を巡る」

東北文教大学短期大学部総合文化学科　特任教授　菊地和博先生

　　　班　員　佐藤宇海・荒川耕平・齋藤紫吹

　　　　　　　佐藤皆水・冨永翔也・片山乃輝

「 幼児の遊び～手作り紙芝居を通して幼児とふれあう～」

羽陽学園短期大学専攻科福祉専攻　教授　柏倉弘和先生

　　　班　員　小林ちえり ・ 前田愛美 ・ 渡部夢菜
　　　　　　　  小川あおい ・ 瀬賀一輝 ・ 髙橋不動

「 ヤマウコギのポリフェノールを利用した食品開発」
山形大学工学部大学院理工学研究科　名誉教授　尾形健明先生

　　　班　員　貝沼京哉　・與板　凌・奥村広之

            　　　内藤さらら・舟山和真・山北絵利加

「 地域資源をデザインする ～体験からアイディアへ～ 」

山形大学地域教育文化学部　准教授　齋藤　学先生

班　員　伊藤尚弥 ・ 伊藤勇人 　 ・ 田中翔也 ・ 八幡竜馬
　　　　  横井健太 ・ 宇津木颯人 ・ 渡部凌汰

「 『Ｏｇｕｕ』制作 ～小国の伝統を今にアレンジ！～」

東北公益文科大学公益学部　教授　呉　尚浩先生

　　　班　員　井上陽菜 ・ 佐藤真里奈 ・ 丹野夏葵
　　　　　　　　今　 陽斗 ・ 齋藤沙斗留 ・ 栗田亮汰

 小国町の昔話はその親しみやすさから各地区に数多く存在し
ます。そんな物語が培われた地区を訪ね、その環境や歴史を
調べ、新たに民話を創作し保存用にまとめたいと考えました。

①昔物語を聞く ②発祥地を歩く ③水活用を見る ④昔物語を創る

 小国町に自生しているヤマウコギには、ポリフェノールがたく

さん入っています。これを活かした食品を開発すべく分析実験

や菓子作りに挑戦しました。

 地元でも作られているアケビのつる細工。温故知新を目指し、
実際に作ることで、新しい発想を得ようと奮闘しました。
 また様々に考える際の基礎知識として、デザインについて
学習しました。

・小国の伝統食材を今風にアレンジする

・山形県の石　特にそろばん玉石について

・小国高校ゆるキャラ『おぐまん』の制作過程について

・幼児にとって「遊び」とは
・伝承遊びについて
・幼児の遊びの実態調査
・紙芝居作成・すみれ保育園の訪問

４

班

５

班

２

班

１

班

山形県立小国高等学校

山形県立博物館の石黒宏治先生から
『山形県の石』についてご講義をいただく

実際に材料に触れることで考えを深める

尾形健明先生のご指導を賜り研究

三須一郎さんから堰についてお話をいただく

すみれ保育園訪問

各班研究 概要一覧

平成２８年度　地域文化学
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さん入っています。これを活かした食品を開発すべく分析実験

や菓子作りに挑戦しました。

 地元でも作られているアケビのつる細工。温故知新を目指し、
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・小国の伝統食材を今風にアレンジする

・山形県の石　特にそろばん玉石について

・小国高校ゆるキャラ『おぐまん』の制作過程について

・幼児にとって「遊び」とは
・伝承遊びについて
・幼児の遊びの実態調査
・紙芝居作成・すみれ保育園の訪問

４

班

５

班

２

班

１

班

山形県立小国高等学校

山形県立博物館の石黒宏治先生から
『山形県の石』についてご講義をいただく

実際に材料に触れることで考えを深める

尾形健明先生のご指導を賜り研究

三須一郎さんから堰についてお話をいただく

すみれ保育園訪問

山形大学工学部研究室体験
 本校では高大連携教育の一環として、夏季休業期間に山形大学工学

部での研究活動を実施しています。今年度は、８月１日（月）～５

日（金）の間、３年２組の伊藤颯太君がこの活動に参加しました。

　研究室体験に参加して　　　　　

　　　　　　　　　　　　　３年２組  伊藤颯太

　今回の研究室体験を通して、大学の研究室でどのようなことをしている

のか知ることができました。大学の先輩方に指導していただきながら

「超音波 CT による非破壊検査と顔画像の統計処理」というテーマの研究

を行うことができました。研究室には高価な機材や自作した機材があり、

とても驚きました。酒田光陵高校の生徒も参加しており、一緒に協力し

て研究を行うことができました。今回の体験を今後の進路や就職活動に

活かしていきたいと思います。



第２学年　ロサンゼルス修学旅行 地域文化学

　小国高校は、昭和３３年度に林業科が設置され、

同科の１期生が植林した杉の木を本校生徒たちが

保全するために下刈り作業を毎年行っております。　　

　今年は 1 ０月７日（金）の午後より、学校林管

理人の佐野孝八さんや地元猟友会の遠藤春男さん

のご指導の下、第１学年が下刈りを行ってきまし

た。参加した生徒たちは、初めて使う柄の長い草

刈り鎌「造林鎌（ゾウリンガマ）」に悪戦苦闘しな

がらも、安全かつ一生懸命下刈り作業を行いまし

た。

　 11 月１８日（金）、１９日（土）の２日間、福島県天栄村に

あるブリティッシュヒルズへ第１学年３１名および引率教員

３名が英語宿泊研修をしてきました。

  館内のレッスンでは２グループに分かれ、ゲーム形式で楽し

く英語を学習することができ、充実した研修となりました。

  また研修中の生活については、１学年の実行委員を中心に自

分たちでルールを決めて行動するなど、自主性がうかがえた

研修でもありました。

　

第１学年　ブリティッシュヒルズ宿泊研修

学校林下刈り

　修学旅行を通して　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　２年２組　井上美空
　アメリカへの修学旅行で、日本との食や生活の違いから日

本がとても恋しくなりましたが、アメリカの人はとてもフレ

ンドリーで優しく、アメリカに行くのが不安だった私でも楽

しい 3 泊 5 日の修学旅行になりました。ベニス高校の生徒

やショップの店員さんなどと話すときに上手に英語が話せな

かったので、たくさんの人と交流できるようにこれからもっ

と英語の勉強を頑張りたいです。

　ベニス高校での柔道発表　　　　

　　　　　　　　　　　　　２年２組　安部洋平

 　私たちはロサンゼルスへ行き、ベニス高校での交流会を

行ってきました。私たちの出番は柔道の発表でした。この日

のために何日も練習を重ねてきました。いざ本番となると、

緊張でいつも通りの動きができず、納得のいく演技ができま

せんでした。しかし、ベニス高校の生徒達から温かい声援と

拍手をいただき、やってよかったなと感じました。

　修学旅行を終えて　　　　　

　　　　　　　　　　　　　２年１組　島貫翔平

　最初は、会話ができるか自分のしたいことができるかと心

配だった。アメリカに行ってみて、英語だけでなく日本語も

話せる人がいたため、戸惑うこともあまりなく普通に話せる

ことができた。ロサンゼルスは日本とは違って一日中暑く人

が多かったけど、皆テンションが高くとても楽しい修学旅行

だった。

  １１月８日（火）～１２日（土）までの３泊５日の日程で、第２学年生徒４３名及び引率教員４名がアメリカロサン

ゼルスへ修学旅行に行ってきました。ロサンゼルスへの修学旅行は今年で１４年目となります。

　ベニス高校との交流会では、ダンスや柔道など発表し、日本らしさを伝えてきました。

　１学年の総合的な学習で取り組んでいる「地域文化学」は、今年で１１年目となりました。今年は５つ

の班が大学の先生方のご指導をいただきながら研究を進めてきました。活動の報告書も小国高校 HP に掲載

予定です。その際はぜひご覧ください。

各班研究 概要一覧

平成２８年度　地域文化学

３

班

「 昔物語の発祥地を巡る」

東北文教大学短期大学部総合文化学科　特任教授　菊地和博先生

　　　班　員　佐藤宇海・荒川耕平・齋藤紫吹

　　　　　　　佐藤皆水・冨永翔也・片山乃輝

「 幼児の遊び～手作り紙芝居を通して幼児とふれあう～」

羽陽学園短期大学専攻科福祉専攻　教授　柏倉弘和先生

　　　班　員　小林ちえり ・ 前田愛美 ・ 渡部夢菜
　　　　　　　  小川あおい ・ 瀬賀一輝 ・ 髙橋不動

「 ヤマウコギのポリフェノールを利用した食品開発」
山形大学工学部大学院理工学研究科　名誉教授　尾形健明先生

　　　班　員　貝沼京哉　・與板　凌・奥村広之

            　　　内藤さらら・舟山和真・山北絵利加

「 地域資源をデザインする ～体験からアイディアへ～ 」

山形大学地域教育文化学部　准教授　齋藤　学先生

班　員　伊藤尚弥 ・ 伊藤勇人 　 ・ 田中翔也 ・ 八幡竜馬
　　　　  横井健太 ・ 宇津木颯人 ・ 渡部凌汰

「 『Ｏｇｕｕ』制作 ～小国の伝統を今にアレンジ！～」

東北公益文科大学公益学部　教授　呉　尚浩先生

　　　班　員　井上陽菜 ・ 佐藤真里奈 ・ 丹野夏葵
　　　　　　　　今　 陽斗 ・ 齋藤沙斗留 ・ 栗田亮汰

 小国町の昔話はその親しみやすさから各地区に数多く存在し
ます。そんな物語が培われた地区を訪ね、その環境や歴史を
調べ、新たに民話を創作し保存用にまとめたいと考えました。

①昔物語を聞く ②発祥地を歩く ③水活用を見る ④昔物語を創る

 小国町に自生しているヤマウコギには、ポリフェノールがたく

さん入っています。これを活かした食品を開発すべく分析実験

や菓子作りに挑戦しました。

 地元でも作られているアケビのつる細工。温故知新を目指し、
実際に作ることで、新しい発想を得ようと奮闘しました。
 また様々に考える際の基礎知識として、デザインについて
学習しました。

・小国の伝統食材を今風にアレンジする

・山形県の石　特にそろばん玉石について

・小国高校ゆるキャラ『おぐまん』の制作過程について

・幼児にとって「遊び」とは
・伝承遊びについて
・幼児の遊びの実態調査
・紙芝居作成・すみれ保育園の訪問

４

班

５

班
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班
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班

山形県立小国高等学校

山形県立博物館の石黒宏治先生から
『山形県の石』についてご講義をいただく

実際に材料に触れることで考えを深める

尾形健明先生のご指導を賜り研究

三須一郎さんから堰についてお話をいただく

すみれ保育園訪問
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　今回の研究室体験を通して、大学の研究室でどのようなことをしている

のか知ることができました。大学の先輩方に指導していただきながら

「超音波 CT による非破壊検査と顔画像の統計処理」というテーマの研究
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活かしていきたいと思います。



 

 

新 生 徒 会 役 員 決 定 ！
小国高校ジャーナル

第 206 号　　　

平成２８年度 活動報告会 開催！

　１．お名前    Andrew Allen  （アンドリューアレン）

　２．前任校　 山形市立第七中学校

　３．出身地 　カナダ　トロント

　４．趣味 　　スノーボード、キャンプ

　５．特技    　料理

　６．抱負　　

　８月５日から本校に新しい ALT、アンドリュー アレン先生がいらっしゃいました。

早速、先生にインタビューしました。

新しい ALT　アンドリュー先生 着任！

部 活 動 大 会 報 告

 柔道部 
置賜地区高等学校新人体育大会柔道競技
平成２８年９月１０日　南陽市民体育館武道場
　○男子団体　第３位
　　予選Ａリーグ　小国　０－５　米沢中央
　　　　　　　　　小国　２－２　長井（内容勝ち）　
　　準決勝　　　　小国　１－４　米沢工業
　　県新人大会シード順位決定戦　小国　１－４　長井工業
　○男子個人　
　　６０ｋｇ級　髙橋歩武　山口裕輝　丹野夏葵　一回戦敗退
　　６６ｋｇ級　安部洋平　準決勝敗退　３位
　　７３ｋｇ級　伊藤友広　準決勝敗退　３位
　　８１ｋｇ級　益田晃汰　一回戦敗退

山形県高等学校新人柔道大会
平成２８年１１月５～６日　新庄市体育館　
　○男子団体
　　２回戦　小国　０－５　山形工業

　○男子個人 
　　６０ｋｇ級　髙橋歩武　一回戦敗退
　　６０ｋｇ級　山口裕輝　丹野夏葵　二回戦敗退
　　６６ｋｇ級　安部洋平　二回戦敗退
　　７３ｋｇ級　伊藤友広　三回戦敗退　ベスト１６
　　８１ｋｇ級　益田晃汰　怪我のため棄権

 卓球部  
置賜地区高等学校新人体育大会卓球競技
平成２８年９月１０日　南陽市民体育館
　○男子学校対抗　１回戦　小国 １－３ 南陽
　○男子シングルス
　　１回戦敗退　栗田亮汰　清野恭平　今　陽斗　山村晃生　相馬良信　
　　　　　　　　島貫翔平　歌丸大翔　井上雄斗　齋藤翔哉　宇津木颯人
　　　　　　　　横山　駿
　　２回戦敗退　片山乃輝　相馬杏哉　渡部凌汰
　　３回戦敗退　與板　凌　
　　代表決定戦　１回戦敗退　與板　凌

 野球部 
第６９回秋季東北地区高等学校野球山形県大会置賜地区予選
平成２８年８月２９日～ 9 月４日　皆川球場ほか
　１次予選　２回戦　小国・荒砥・長井工業 ０－１２ 米沢工業
　２次予選　１回戦　小国・荒砥・長井工業 ０－９　 長井
　３次予選　１回戦　小国・荒砥・長井工業 ３－１２ 南陽

 陸上部 
置賜地区高等学校新人体育大会陸上競技
平成２８年８月２７日～２８日　米沢市営陸上競技場　（（県）は県大会出場）
　【男子】
　　400m　第１０位　齋藤紫吹、第１５位　横井健太　
　　800m　第８位　横井健太（県）
　　4 × 100mR　第８位　舟山和真・笠原一希・伊藤勇人・齋藤紫吹（県）　
　　4 × 400mR　第６位　笠原一希・横井健太・伊藤勇人・齋藤紫吹（県）　
　　走高跳　第４位　伊藤勇人
　　走幅跳　第２位　笠原一希（県）、第１３位　舟山和真
　　砲丸投　第１１位　伊藤勇人
　　円盤投　第９位　舟山和真、第１１位　奥村広之
　　やり投　第３位　笠原一希（県）、第１０位　奥村広之
　【女子】
　　砲丸投　第４位　佐藤皆水　
　　円盤投　第６位　佐藤皆水

第５０回山形県高等学校新人陸上競技大会
　　　　　　　兼第 21回東北高等学校新人陸上競技大会山形県予選会
平成２８年９月１５日～１７日　ＮＤソフトスタジアム山形
　【男子】　　
　　800m　予選　横井　健太
　　4 × 100mR　予選　組 5 着　舟山和真・笠原一希・伊藤勇人・齋藤紫吹
　　4 × 400mR　予選　組 6 着　笠原一希・横井健太・伊藤勇人・齋藤紫吹　　
　　走幅跳　第１３位　笠原一希　

　１１月２５日（金）おぐに開発総合センターにて、

今年度の本校の活動報告会を行いました。

今年度の報告内容は、

・短期留学（３年２組 大谷虎之介）

・修学旅行（2 年２組 安達龍輝 , 白川結衣）

・ブリティッシュヒルズ宿泊研修
　（１年１組 前田愛美、八幡竜馬　１年２組 渡部夢菜、渡部凌汰）

・英語弁論大会　英語スピーチ（２年２組　今 美友）
平 成 ２ ８ 年 度  各 種 検 定 結 果

ソフトテニス部 
置賜地区高等学校新人体育大会ソフトテニス競技
平成２８年９月１０日～１１日　米沢興譲館高等学校
　○女子ダブルス
　　１回戦（対米沢東）　 ４－１ 
　　２回戦（対米沢興譲館）　 ０－４
　　代表決定戦１回戦（対南陽） １－４

第 55 回 情報処理検定試験 合格者
　第２級　伊藤颯太　　　　　　　　　　　　　　　

（９月２５日実施）

　第３級　今　陽洸　佐藤梨菜　島貫翔平　山口哲也　山口裕輝　
　　　　　渡邉朋也　安部洋平　井上美空　笠原一希　白川祐衣
　　　　　清野恭平　横山　駿　渡部捷貴  

 １１月２８日、生徒会立会演説会および選挙が行われ、新生徒会役員が

決定しました。小国高校のリーダーとして、これからの活躍を期待しています！

     生徒会会長　　２年２組　笠原一希（写真　上中）
     生徒会副会長　２年２組　益田晃汰（写真　上右）　
     　　同            １年１組　佐藤宇海（写真　下左）
     生徒会議長　　２年２組　井上美空（写真　下右）
     生徒会副議長　１年１組　齋藤紫吹（写真　上左）

　　新生徒会長のあいさつ

   このたび、生徒会長になりました笠原一希です。
  私は、小国高校生一人一人が輝き、明るい学校作りを目指し活動していきます。昨年度は生徒会副会長として生徒会の活
動に力を入れ、任せられた仕事を確実にこなしてきました。しかし、これからは生徒会全体をまとめ、学校を引っぱって
いく存在として、その意識をしっかり持ち活動していきたいと思います。

・検定資格取得（ビジネス文書１級合格）

　（２年２組 井上美空　１年２組 山北絵利加）

・地域文化学の発表（２班、３班）　

などでした。

　本誌でも、この内容を紹介しておりますのでご覧くださ

い。また当日は多くの方にご来場いただき、本当にありが

とうございました。

 吹奏楽部 
全日本吹奏楽コンクール　第５５回山形県大会置賜地区予選会
平成２８年７月１７日（日）　長井市民会館
 〇高等学校小編成の部　  優秀賞

平成２８年度　全日本吹奏楽コンクール　第５５回山形県大会
平成２８年７月２９日（金）　やまぎんホール
 〇高等学校小編成の部　銅賞

吹奏楽は６年ぶり県大会出場 !

ソフトテニスも部活始動後、初勝利！

部活動頑張ってます！！

平成２８年１２月２０日発行
　　　　　　　山形県立小国高等学校

第 44 回 全国高等学校家庭科
　　　　　食物調理技術検定 合格者
　　　　　

第２級　小林琉依　舟山きらり　
　
（１０月２８日実施）

　　　　　　

　I want to give students a reason to use English in their daily 

lives. In my experience even students who don’t like studying will 

use it more when they learn they can use it to talk to me about 

things they like. I want to get to know the students better so 

they will enjoy having English conversations with me. I also want 

to learn more Japanese so I can help students when they have 

questions about what they are studying, or when they don’t 

know how to express their ideas in English. 

　To me, the most rewarding experience is showing students 

they can already use what they have learned in their classes to 

communicate their ideas. I hope I can help students to become 

motivated to learn more English!

　

　どんな生徒でも「英語を使って意思
疎通ができた」という経験をすれば
もっと英語を使うようになる。生徒の
ことをよく知り、日本語を学ぶことで
彼らが私と英語で話すことを楽しめる
ようにしたい。
　最もやりがいを感じるのは、英語の
授業で習ったことが実際に使えるのだ
と生徒に伝えることだ。彼らのやる気
を引き出せるよう頑張ります！


